









































いう MorphologicalVisibility Condition (MVC) を提案する。第5節では、本稿
のまとめを行う。


























3 r中央公論jの資料は南雲千歌 (1993)、丸山千科 (1996)の調査結果の報告である。
山下 (1999)の1994年の『日本経済新聞』を対象にした調査では、さらに漢語の割合
が86.9%に下がり他の語種の比率がそれぞれ増えている。







(1999 : 27)は991語の漢語を調べ、 (3)に示すような単位と語数と具体例を
挙げている。5






















いる要素と考えられる。影山 (1993: 326)は (4d) とは異なる I[ゴルフ界の













(5c) と (5d) を比較すると、ト社会的関心」の意味が (5c)では動作の帰着
する着点 (goal) を表すのに対して (5d)で、は動作の起こる起点 (source) を
表す。「社会的関心」の修飾語の違いが「的」の意味の違いをもたらすと同様




8 遠藤 (1984: 130)によると、「的」が一般に使用されるようになった明治中期の『言
海Jの辞書には「的Jの意味として「の」だけしか載せられていなかった。






藤井 (1957: 71) は「的Jの意味は「らしさ」であり、ある性質をもつこ
と、ある傾向にあることで、「そのものJではないことを以前から指摘し英文
の翻訳の間違いや現代語の「的」が氾濫している事実や「的」の多義性を指摘






をめぐって藤井 (1957)、遠藤 (1984)、原 (1986)、王・曲・林 (2001)の各
主張と「的」が添加しにくい形容動詞の具体例を挙げると次のようになる。











遠藤 (1984: 136) ・・・ 「名詞につけ加えて形容動詞を作るのが接尾語
「的Jの役割であるから、もとから形容動詞であるものに「的」をつける必要は
ない。J(満足、有力、平等、深刻、)12 
原 (1986: 75) ・・・ 「一的」となるものから、中間語で形容詞用法があり、
日本語で形容動詞となるもの、 ・・・が除外される。J(明確、明白、的確、確
実、当然、自然、突然、勇敢、謙遜、厳重、容易、安全、簡単、微妙、困難)13 
王・曲・林 (2001: 10) ・・・「非「的」ナ形容詞の中の漢字二次熟語は、
「特殊JI静寂」の2つは例外として、 aIプラス/マイナスイメージ」、 bI主観






















































ず、寺村 (1982) と影山 (1993)で主張するように、形容動詞は名詞的性質と
形容詞的性質を兼ね備えた名詞形容詞的(あるいは形容名詞的)な品詞である
と仮定したい。
例えば、形容動詞の名詞的性質として影山 (1993: 24) は「不一」という接
頭辞が名詞や形容動詞には添加するが、純粋な形容詞や動詞には添加しないこ
とを挙げている。




一方、形容詞的な性質として影山 (1993: 25) は「ーさ」という接尾辞が純
粋な形容詞と形容動詞には添加するが、名詞や動詞には添加しないことを挙げ
ている口
(9) a.形容詞+さ : 美しき、暑さ、広さ、力強さ
b.形容名詞+さ: 穏やかさ、活発さ、元気さ、丁寧さ
c.名詞+さ : *名詞さ (cf.名詞らしさ)、*巨人さ











(10)名詞 : [+ N， -A] 
イ形容詞: 卜 N，+A] 
形容名詞: [+ N， + A] 
形容動詞を純粋な名詞や形容詞と区別する方法として影山 (1993: 25) は
「ーな」が名詞修飾の際に屈折語尾として具現されることを仮定する。
(11) a.名詞 :キ犯人な男 (cf.犯人の男)
b.形容詞 : *美しな人 (cf.美しい人)
c.形容名詞: 穏やかな彼
しかし、この分析は一部の名詞と形容詞には当てはまらないことを影山
(1993 : 368) は指摘する。18
(12) a.名詞 :男まきりの/な性格化f.教師の/キな父)
b.形容詞:大きな/小さな問題 (cf.大きい/小さい問題)
寺村 (1982: 69 -70) も「のJI な J の区別をし、連体形が I~ナ」になる
場合は形容動詞(名詞的形容詞， Na) で、 I~ノ」になる場合は名詞 (N) であ
ると仮定する。












(14) (15) の基準に当てはめると、 (12a)の「男まさり」はド男まさりさ」
1*男まさりそうだ」と言えないので「男まさり」は形容動詞ではなくて名詞と
言えよう。寺村 (1982: 72) は 1?無名さJI?有名さ」の判断に揺れがある
ように、 Nの中にも Na寄りのものがあること、 Naの中にもより Nに近いもの
































19 村木 (1998: 47) は名詞と形容詞の区別を統語的な機能によって説明する。名詞は
他の単語の連体形式をうける結合能力をもつのに対して、形容詞は他の単語の連用形
式をうける結合能力をもっと考える。例えば、「試験の 問題J1やさしい 問題」が
可能で 1*試験に 問題J1*やさしく 問題」が不可能になるのは、名詞の「問題」が
「試験のJ1やさしい」の連体形式と結合し「試験にJ1やさしく」の連用形式と結合し






















































































(24a， b)の表現は、屈折語尾の「な」を落として、 (24a'，b') と言い換えること
ができ、 (24a，a') と (24b，b')は実質的な意味の違いは皆無であると仮定す
る。 (24a'，b') はS構造複合と同じアクセント型を伴い発音されるのでS構造
複合語として生成されると仮定する。




































































































































tastic 1空想的なJ)以外に、 -istic(e.g. artistic 1芸術的なJ)、-ative(e.g. con-
tinuative 1連続的なJ)、-ive(e.g. distinctive 1示差的なJ)、ー ous(e.g. automa-
tous 1自動的なJ)、ー 白1(e.g. deathful 1致命的なJ)、幽able(e.g. amicable 1好
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